
ここが
 聞きたい！

利
用
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
に
向
け
要
件
拡
充
を

他
の
質
問
事
項

�

村
田
　
耕
一

 

（
公
明
）

東
街
区
再
開
発
高
層
タ
ワ
ー
予
定
地
の
地
下
水
状
況

Q
タ
ワ
ー
棟
建
設
予
定
地
の
溶
岩
層
の
厚
さ
、
地
下
水

位
、
溶
岩
層
の
発
泡
部
分
の
地
盤
強
度
、
地
下
水
位
の
上

昇
な
ど
か
ら
、
地
下
水
へ
の
影
響
を
伺
う
。

A
タ
ワ
ー
棟
直
下
に
は
約
12
ｍ
の
溶
岩
層
が
あ
り
、
一

部
発
泡
し
た
部
分
が
あ
る
が
、

建
築
基
礎
の
支
持
地
盤
と
す

る
こ
と
は
可
能
と
の
報
告
を

受
け
て
い
る
。
敷
地
内
の
地

下
水
位
は
、
昨
年
よ
り
も
約

２
ｍ
高
く
、
地
表
か
ら
約
11

ｍ
と
な
っ
て
い
る
が
、
建
物

の
基
礎
は
地
下
水
面
に
は
達

し
な
い
計
画
で
あ
る
。

災
害
発
災
時
の
透
析
施
設
受
け
入
れ
情
報
提
供

Q
発
災
時
、
か
か
り
つ
け
病
院
に
行
け
な
く
な
っ
た
場

合
、
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
受

け
入
れ
可
能
な
透
析
施
設
の
情
報
提
供
は
可
能
か
。

A
発
災
時
に
は
、
各
医
療
機
関
が
受
入
れ
状
況
を
登
録

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
あ
り
、
市
は
そ
の
情

報
を
確
認
し
、
透
析
患
者
の
受
入
れ
状
況
に
つ
い
て
は
、

ボ
イ
ス
キ
ュ
ー
や
同
報
無
線
を
通
じ
て
発
信
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
自
ら
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
使

用
し
て
確
認
も
で
き
る
。

中
村
　
　
仁

 

（
緑
水
会
）

大
場
・
函
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
用
地
の
都
市
的
土
地
利
用

Q
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
生
活
が
激
変
し
た
今
、
計
画
の
検

討
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
大
場
地
区
に
お
け
る
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
の
地
域
指
定
の
可
能
性
は
。

A
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
は
非
常
に
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
権
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
了

解
を
得
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
地
元
の

協
議
会
で
実
現
の
可
能
性
の
あ
る
土
地
利
用
の
方
策
を
よ

く
検
討
し
合
意
形
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
市
は
そ
の
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

三
島
市
自
転
車
通
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
計
画

Q
令
和
元
年
度
、
市
内
で
は
77
件
の
自
転
車
事
故
が
発

生
し
た
。
通
勤
通
学
の
自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
対
策
と

し
て
令
和
２
年
６
月
に
策
定
し
た
こ
の
計
画
の
概
要
は
。

A
周
辺
市
町
と
の
接
続
な
ど
を
考
慮
し
、
県
道
や
市
道

の
幹
線
道
路
、
合
計
28　

を
対
象
路
線
と
し
て
い
る
。
路

線
ご
と
の
規
制
速
度
等
に
応

じ
て
、
自
転
車
道
や
自
転
車

通
行
帯
、
矢
羽
根
型
路
面
標

示
に
分
け
て
整
備
す
る
こ
と

で
、
自
転
車
の
利
便
性
の
向

上
な
ら
び
に
通
勤
通
学
時
の

安
全
性
を
確
保
す
る
。

km

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
型
事
業
見
直
し
と
東
街
区

再
開
発
事
業

Q
市
は
事
業
の
必
要
性
を
精
査
す
る
と
示
し
た
。
三
島

駅
南
口
東
街
区
再
開
発
を
抱
え
る
中
、
事
業
の
精
査
・
検

討
に
関
す
る
市
民
意
見
の
把
握
方
法
を
伺
う
。

A
大
型
事
業
は
歳
入
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
、
重
要
度
・
緊
急
度
か
ら

優
先
順
位
を
つ
け
実
施
し
て
い

く
。
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
市
民
、
各

種
団
体
・
企
業
、
議
員
か
ら
多
く

の
ご
意
見
を
積
極
的
に
聞
い
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
十
分
に

市
民
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
各

事
業
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

感
染
流
行
期
の
冬
場
に
備
え
た
医
療
・
検
査
体
制

Q
他
市
町
で
も
始
め
て
い
る
が
、
希
望
す
る
医
療・介
護・

保
育
等
の
従
事
者
が
、
無
症
状
で
あ
っ
て
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か
。

A
無
症
状
の
人
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
そ
の
時
点
の
結

果
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
ず
、
定
期
的
に
検
査
を
続
け
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
そ
の
費
用
を
捻
出
す
る
の
は
難
し
い
。

現
時
点
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
で
検
査
に
つ
な
げ

る
の
が
有
効
で
あ
る
が
、
今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
医

師
会
と
協
議
し
て
い
く
。

沈
　
　
久
美

 

（
新
政
会
）

両
親
が
離
婚
し
た
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
目
指
し

Q
夫
婦
離
婚
後
の
単
独
親
権
制
度
が
も
た
ら
す
「
面
会

交
流
で
き
な
い
別
居
親
子
の
現
状
」
を
踏
ま
え
、
三
島
市

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
面
会
交
流
な
ど
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
利
益
を
最

優
先
に
考
慮
す
る
中
で
双
方
の
協
議
に
よ
り
取
り
決
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ
る
制
度

の
周
知
を
は
じ
め
、
法
律
相
談

窓
口
や
専
門
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
ご
案
内
す
る
な
ど
、
解

決
に
向
け
た
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

市
民
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
応
え
る
公
共
交
通
と
は

Q
バ
ス
の
採
算
悪
化
が
深
刻
な
中
、
通
院
・
買
い
物
の

た
め
高
齢
者
も
便
利
に
使
え
る
事
前
予
約
型
デ
マ
ン
ド
交

通
が
注
目
さ
れ
る
。
導
入
へ
の
見
解
を
伺
う
。

A
交
通
空
白
地
域
等
に
お
い
て
導
入
す
る
場
合
に
は
、

地
域
の
実
態
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
運

行
方
法
や
路
線
、
車
種
の
選
定
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
デ
マ
ン
ド
型
と
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
地
域
の

実
状
に
合
わ
せ
た
一
つ
の
選
択
肢
と
考
え
る
。

街
づ
く
り
も
見
据
え
た
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
は

他
の
質
問
事
項

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
・
ビ
ル
に
よ
る
経
済
対
策

他
の
質
問
事
項

野
村
　
諒
子

 

（
緑
水
会
）

夏
季
の
避
難
所
の
熱
中
症
対
策

Q
夏
季
の
避
難
所
で
は
、
熱
中
症
へ
の
配
慮
が
特
に
重

要
と
考
え
る
。
高
温
多
湿
に
な
り
や
す
い
避
難
所
を
、
安

全
な
場
所
に
す
る
た
め
の
対
策
を
伺
う
。

A
熱
中
症
対
策
と
と
も
に
避
難
所
の
密
を
避
け
る
た
め

に
、
教
育
委
員
会
の
協
力
を

得
て
、
一
部
の
避
難
所
を
除

い
て
エ
ア
コ
ン
を
備
え
付
け

て
い
る
校
舎
へ
の
避
難
が
可

能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
安
全

な
親
戚
宅
な
ど
へ
の
避
難
を

啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱

中
症
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
。

電
子
申
請
専
用
の
相
談
窓
口
の
設
置

Q
今
後
は
、
市
役
所
へ
の
申
請
は
電
子
申
請
が
主
流
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
環
境
が
な
い
家
庭
に
対
し

て
、
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

A
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の

有
無
な
ど
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
市
役
所
窓
口
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
り
、
本
人
確
認
や
申
請
手
続
き
の
簡
略
化
、
分

か
り
や
す
い
申
請
案
内
な
ど
が
で
き
る
案
内
窓
口
の
開
設

と
併
せ
て
、
そ
の
窓
口
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の

普
及
促
進
を
検
討
し
て
い
く
。

杉
澤
　
正
人

 
（
新
政
会
）

地
下
水
に
お
け
る
不
測
の
事
故
に
対
す
る
補
償
は

Q
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
防
げ
な
い
不
測
の
事
故
が
生
じ

た
場
合
に
対
す
る
補
償
内
容
は
、
工
事
契
約
締
結
前
に
市

民
に
情
報
公
開
さ
れ
る
の
か
。

A
事
業
主
体
で
あ
る
再
開
発
組
合
が
今
後
締
結
す
る
契

約
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
明
確
な
回
答
は
で
き

な
い
が
、
地
下
水
・
湧

水
に
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
二
重
、

三
重
の
対
策
を
講
じ
る

と
と
も
に
、
事
業
関
係

者
と
慎
重
に
協
議
を
行

い
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

都
市
計
画
決
定
に
関
す
る
公
聴
会
の
結
果

Q
公
聴
会
発
言
者
の
意
見
・
要
望
・
改
善
点
、
ま
た
留

意
を
要
す
る
も
の
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
点
に
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

A
再
開
発
に
見
直
し
を
要
す
る
意
見
の
要
旨
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
優
先
や
湧
水
へ
の
影
響
な
ど
が
あ
り
、
再

開
発
を
了
解
す
る
意
見
の
要
旨
と
し
て
は
、
早
期
実
現
を

望
む
、
活
性
化
で
税
収
の
増
加
・
雇
用
・
社
会
福
祉
の
充

実
に
つ
な
が
る
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
の
役
割
を
期
待

す
る
な
ど
が
あ
っ
た
。

1011 みしま市議会だより　2020.11.1 みしま市議会だより　2020.11.1

一般質問


